
１.基本情報

※令和6年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

工学関係 - - - - -

100 名

404 名

20 名

0 名

令和７年度大学・高専機能強化支援事業

（支援１：学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）

事業概要
令和7年2月申請時点

大学名 福知山公立大学 設置区分 公立

学校種 大学 都道府県 京都

大学全体の総収容定員 818 名

学部学科

組織構成

地域経営学部（地域経営学科、医療福祉経営学科）、情報学部（情報学科）

事業計画名 福知山公立大学　北近畿を基盤とした地域情報人材育成プロジェクト

本学は、人口約50万人を抱える北近畿地域で唯一となる情報学の学部（令和2年度設置）を有している。北近畿地域は、

少子化の進行や人口流出による急速な人口減少とそれに伴う産業の衰退が始まっていることから、官民を問わず、情報技術を

活用して課題を解決できる人材へのニーズが極めて高い。そこで、令和8年度に20名の学部定員増員を機に本学の強みにさら

に磨きをかけるべく新たに「情報学を基盤とした地域協働型教育」と「汎用的学修能力育成」の教育目標を掲げ、1年次からの

フィールドワークの充実（「地域協働演習」）や2年次以降の実習教育（「IT実習」）、ゼミでの大学院との連携など実践要素

を一層強化し地域のさまざまな事業所でDXを牽引できる力量を備えた情報人材を育成するカリキュラムを構築する。こうした学

士課程4年間を通じて地域の現実の課題への解決力を備えた「地域で学び、地域で活躍する情報人材」を供給するための量と

質を担保する取り組みを推進する。これらの実現のため、学部生増加に対応できるよう教育環境の整備を行う。

改組予定年度 令和８年度

設置等組織の学位分野

当該学部等の所在地 京都府福知山市字堀

入学定員

収容定員

入学定員の増加数

認可申請・届出の別 届出

改組内容 既存学部の収容定員の増加

設置等組織名 情報学部

他学部等の入学定員の減少数



基本情報

改組予定年度 令和８年度 設置等組織名 情報学部 入学定員増数（合計数） 20名

所在地 京都府福知山市 改組内容 既存学部の収容定員の増加 入学定員減数（合計数） 0名

事業計画名 福知山公立大学 北近畿を基盤とした地域情報人材育成プロジェクト

令和6年度 ○○大学
支援１ 学部再編等による特定成長分野への転換等の構想について

令和7年度 福知山公立大学

社会や地域のニーズ・課題

設置学部等の概要・コンセプト

北近畿地域を基盤に
「地域で学び、地域で活躍する情報人材」を育成

主な教育内容・育成する人材像

連携を通じた教育体制の整備

◆自治体や事業所との連携により、「DX推進」「教育支援」「起業支援」「防災」

「産業」「観光」「農林業」 「福祉」などの課題分野を解決するモデルを構築

◆近隣の高等教育機関と連携して地域課題にアプローチを行う

多様な入学者の確保

◆総合型選抜を新たに実施し、情報学を活かして社会に貢献する意欲の高い生徒

を多面的・総合的に評価し受け入れる

◆令和６年度に情報学部教員が20回を超える模擬授業を高校に提供したほか、

探究学習を中心に指導助言を行い、地域の初等中等教育の学校との連携を図る

◆北近畿地域では、少子化や人口流出による急速な人口減少が進行

◆官民問わず情報技術を活用して課題を解決できる人材のニーズが高い

◆北近畿唯一の情報学の学部を有する大学として、情報人材の育成を行う

×情報学を基盤とした地域協働型教育 汎用的学修能力育成

◆社会調査やデータ処理方法を学びつつ自治体と連携し実際の行政課題を学ぶ

フィールドワークを実施

◆事業所と連携したＰＢＬや数理・データサイエンス・AI教育プログラムや３つの

トラックのもと幅広い専門教育を展開する

◆社会科学や人文科学の知見と先端の情報学を融合させて地域の課題に多角的

にアプローチする“情報学を基盤とする地域協働型教育”を展開

◆情報学の専門知識に加え、幅広い教養に裏打ちされた思考力や判断力を涵養

する“汎用的学修能力育成基盤科目群”を設置

自治体 事業所 市民

地域協働演習

数理・データサイエンス・
ＡＩ教育プログラム

基盤教育

汎用的学修能力
育成基盤科目群

専門教育

数理・データサイエンス

ICT

人間・社会情報学

福知山公立大学 情報学部

自治体や企業との実践を通じて情報学を学ぶ基盤教育 情報学を体系的に学ぶ３つの専門教育トラック

連携

育成する人材像

入学定員〈100名→120名〉

協働


